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Mg合金の高サイクル疲労特性に及ぼす
Ca添加 と均質化処理の影響に関する研究
要
Mgは実用金属中最も軽量であるために注 目を集めている。Mgに様々な元素を
添加 して合金化することによつて,発火性の欠点や機械的特性の改善が進んでい
る。近年,Caを添加することによつて,難燃化 させた難燃性Mg合金 (AZX911)
が開発 された.本研究ではAZ91,AZX911,及び供試材を均質化処理 した材料に
対 して疲労試験を行い,Ca添加および均質化処理が疲労特性に与える影響につい
て調査 した。さらに,鋳造方法や試験片の表面粗 さが疲労特性に与える影響を調
査 した。また,AZ31,AZ61,AZ91について107回以上の超高サイクル域の疲労強
度を比較 した。以下に得 られた結果を示す .
AZX911とAZ91の疲労寿命を比較すると,高応力域では両者に差はないが ,
107回疲労強度はAZX911の方が 10MPa低くなった。両供試材のき裂起点は
β相 自体もしくはα相 とβ相の界面であつた。よって,AZ91に比べてAZX911
の 107回疲労強度が低下した理由は,β本目に析出した A12Caがβ相 自体のき裂
発生抵抗を下げたこと,または A12Caによって硬化 したβ相 とα相の硬 さの
差が大きくなったためである。
AZ91に均質化処理を施 した結果,高応力域の疲労寿命は均質化処理材 と未
処理材で差はなかつたが,107回疲労強度は均質化処理材の方が 10MPa上昇
した.均質化処理材はβ相が完全に消失 したためにき裂起点はα本日であつた。
また,α相からのき裂発生抵抗はβ本目よりも高いために,107回疲労強度が上
昇 したと考えられる .
AZX911に均質化処理を施 した結果,高応力域の疲労寿命は均質化処理材 と
未処理材で差はなかつたが,107回疲労強度は均質化処理材の方が 10MPa低
下 した。均質化処理材のβ相は Mg2Ca+A12Caとなり,α相 とβ本目の界面の強
度が低下し,き裂が界面から発生 したために,均質化処理材の方が 107回疲
労強度が低下した。
AZ91の連続鋳造材 とダイカス ト材の疲労特性を調べた結果,両者の疲労寿
命 と疲労強度に差は見られなかつた。
AZ91のダイカス ト材を用いて,表面粗 さの影響を調べるために,機械加工
のまま材 と表面研磨仕上げ材の疲労特性を調べた結果,両者の疲労寿命 と疲
労強度に差は見られなかつた。
AZ61,AZ31は107回以上の高サイクル域において,疲労強度が低下する現
象が見られた.これは,双晶変形からすべ り変形への破壊形態の移行が原因
であると考えられる。しかし,AZ91は双晶変形からすべ り変形への破壊形
態の移行が起こらず,107回以上の高サイクル域での疲労破壊は見られなか
った .
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